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1．はじめに
環境教育研究は 1970年代からの歴史があるが、幼児期に関しては国内外とも 1990年代以降
と研究の歴史が浅く継続して研究を進める層も薄い。そのなかで幼児期の環境教育は自然体験
とみなされることが多かったが、国外ではこの狭いとらえ方から抜け出しつつある1）。長い保
育史において元々自然体験は子どもの発達に重要とされ、日本でも大正時代から飼育栽培と戸
外保育は実践され続けてきた2）。自然体験＝環境教育なら過去の世代ほど環境教育経験がある
ことになるが、現実にはその世代が環境問題を生みだしてきた。従って、従来と同様の自然体
験活動を同様のねらいのもとで実践しても環境教育として機能しない。環境教育の観点から既
存の自然体験活動を再考し、新たなねらいの元で実践・評価することが必要だが3）、具体的な
実践の提案は国内外ともほとんどなされていない。
保育における栽培活動及び食育活動の研究報告は日本ではそれぞれの分野ではかなり実績が
ある。栽培は、大正時代に導入された伝統的活動で動物飼育や自然物を用いた遊びと並び現在
も多くの保育現場が実践している。特に 1980年代以降、現代の子どもに具体的な自然体験・
生活体験不足が指摘されて教育・保育現場にそれらの実施を求め、増加傾向にある4），5）。一
方、食については「食育基本法」（2005）で「学校、保育所等における食育の推進」が求めら
れ、2008年改定の「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」でも「食育」の導入が明記され、
「第 2次食育推進基本計画」（2011）では具体的な目標値が示された。しかし、「食育」はあく
までも「食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたって健全な食生活を実現すること」が目
的であり、その概念の捉え方や言葉の解釈は人により異なり、保育現場の実践も「調理体験」
「バランスの良い食事の理解」「好き嫌いの改善」「食事マナーの修得」などが中心である6）～8）。
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「食育基本法」では自然の恩恵の認識や環境と調和の取れた生産の意義を認めており、食育
は環境教育と連携しやすい。また、栽培と食とをつなぐ教育実践は「食農教育」とも呼ばれ、
小学校以上を対象とした実践が数多く報告され、その環境教育的意義を指摘されることも多
い9）～11）。保育においても自然体験活動として栽培を行い、収穫物を調理し、食べるという取
り組みを実践する園も少なからずある。自ら栽培した収穫物を使った調理や食事をもって環境
教育実践と呼ぶことは容易だが、上述のように、従来同様のねらい・内容の元での実践を環境
教育と判断し評価することはできない。環境教育としての新たなねらいや評価観点が必要であ
る。しかし、保育における栽培活動と食育に関して実態調査や事例報告はあるものの、環境教
育の観点をふまえた調査や報告は国内外ともほとんどみあたらない。本研究では、質問紙によ
るアンケート調査を実施し、栽培活動及び食育活動の実態を明らかにし、環境教育の視点をも
った栽培活動・食育の実践について考察する。
2．方法
保育現場における栽培活動・食育活動の実態を明らかにするため、2015年 12月～2016年 3
月に大阪府・兵庫県・東京都の 3都府県、保育所・幼稚園、及び、公立・私立という 3種の基
準による 12群からそれぞれ 200園を無作為に抽出して、2400件を対象に郵送による質問紙調
査を実施した。回収率は、東京都 216、大阪府 316、兵庫県 306（計 838）から回答を得た（回
収率 35.1％）。また、回答いただいた園の種目は、無記名・自治体の回答を除くと、保育所
351園、幼稚園 372園、認定子ども園 103園の計 826園であった。
幼児期の栽培活動と食育の実態・幼児教育者の環境教育への理解と関心を明らかにするため
に、園の属性以外に、園環境・5歳児の活動頻度・植物ごとの活用内容・管理や保護者との連
携・食育基本法への関心・実施に関して妨げとなる要因・養成教育への期待に関する質問項目
群を設け、データ解析は Excel 2013を用いて行った。本稿では、そのうち園環境・植物ごと
の活用内容について報告する。個々の質問内容は結果に記載する。データ解析は Excel 2013
を用いて行った。
3．結果
3.1 幼児期の栽培活動と食育
幼児期の栽培活動は、多くの園で実施されている。今回の調査においても回答園の 99％が、
園庭にて植物を育てるためのプランターや植木鉢を設置しており、花を育てている花壇が園庭
にある園は 94％という結果となった（図 1）。また、園庭にて野菜を育てる菜園を整えている
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園は、77％であった。
表 1は、園内にて子どもが栽培・収穫・調理や加工等に関する活動をした農作物についての
調査結果である。最も多くの園で栽培されている作物はミニトマトであり、次いでキュウリで
あった。表 1に示した他には、アスパラ・インゲン・イチゴ・オクラ・エダマメ・カブ・カボ
チャ・カリフラワー・キヌサヤ・クロマメ・ゴボウ・ゴマ・コマツナ・サトイモ・サラダナ・
シイタケ・スイカ・シソ・シュンギク・ズッキーニ・スナップエンドウ・ソラマメ・ダイズ・
タケノコ・チンゲンサイ・トウガラシ・トウガン・ナノハナ・ネギ・ハクサイ・バジル・ハツ
カダイコン・パプリカ・フキ・ヘチマ・ホウレンソウ・ミズナ・メロン・モロヘイヤ・ヨモ
ギ・ラッカセイ・ラディッシュ・レタス（五十音順）など、多くの作物が栽培されている。ま
た、田辺ダイコン、勝間ナンキンなどおそらく地域固有の伝統野菜と思われる名前もみられ
た。
キュウリ・ナス・ミニトマト・ピーマンといった一般的な夏野菜において、6～7割の園で
は種子や苗植えに始まり、世話をし、実った作物を収穫するだけでなく、収穫後には食べる活
動を実施している（図 2）。しかし、子どもと育てた作物を収穫はするが、収穫した作物を子
図 1 園での栽培活動 A：栽培活動の実施の有無 B：花壇等の設置状況 C：菜園の設置状況
表 1 栽培・収穫・食育活動に用いた作物
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図 2 野菜の種類と子どもの栽培から食育活動の実施状況
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ども自身が調理や加工する活動を実施している園は、2～3割程度であった。ダイコン・タマ
ネギ・ニンジンといった作物は、先に挙げた夏野菜と比べると、子どもたちと種子や苗植えか
ら育てている園は少なく、3～4割程度であった。花が咲いた後に実ることがない、ダイコン
等の根野菜は栽培活動の対象としては低いようである。
一方で、サツマイモを子どもと一緒に植えると回答した園は約 60％、ジャガイモは約半数
が種イモを植えていると回答している。また、他の作物と比べて、サツマイモ・ジャガイモを
子どもと収穫している園は多く、調理・加工の作業においてサツマイモを挙げる園数が最も多
い結果となった。園内にて子どもが直接育てる経験はできなくとも、地域の方等との連携によ
って、園外にてサツマイモやジャガイモの収穫体験を行っていると推測できる。
3.2 環境教育の視点
近年、自然を取り入れた保育が注目され、多くの先行実践が報告されている13），14）。自然に
ふれる体験は、幼児期に身につけさせたい子どもの資質・能力を育むことにつながり、保育研
究の一画をなすことから、自然の豊かな自然環境を活用した活動を保育の中核としている園が
増えつつある。幼児期の環境教育を具体化するために、雨水タンク、コンポスト、ビオトー
プ、太陽光発電などを設置している園も少なくない。
本調査では、栽培と食育に関係する物的環境として、雨水タンク・コンポスト・子ども用調
理スペースの整備状況を調べた。その結果、園庭等に雨水タンクを設定していると回答した園
は 38％であり、堆肥を作るためのコンポストの設置については、25％の園が設置していると
回答した（図 3 A・B）。また、育てた野菜を収穫し、子どもたちが直接調理する場所が整備さ
れていると回答した園は 17％であった。衛生面や安全面の問題から子どもが調理したり加工
したりできる場所を整備している園は多くないと考えられる（図 3 C）。
図 3 各園での雨水タンク（A），コンポスト（B），子ども用調理スペース（C）の整備状況
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4．考察
子どもたちは植物を栽培する活動を通して、自然の中で育てている植物の生長や変化だけで
なく、植物に関わる昆虫といった他の生物も観察できる。子どもの栽培活動は本調査では 90
％以上の園にて実施されていることが明らかとなった。三重県内の国公立・私立幼稚園、公
立・私立保育所および公立・私立認定子ども園すべてを対象にした食育実践の現状に関するア
ンケート調査によると、「ミニ菜園・栽培」の実施は 93.9％と報告されており15）、全国的にも
約 9割の園が栽培を実施していると推測できる。しかしながら、野菜を育て収穫し、調理し食
べるといった一連の活動として実施している園は多くない。野菜の栽培から調理し食べるとい
った一連の活動を実施している園であっても、育てる野菜の種類に偏りがみられる。子どもと
春に植え、夏に収穫できる野菜例えばキュウリやミニトマトなどを用いた活動が多く、秋に植
えて冬や翌年の春に収穫・調理するという活動を実施している園は少ない。小学校での生活科
での栽培活動にて扱う教材を意識しているともいえるが、各園において子どもの活動を 1年と
いう単年にて完了しなければならない背景が関係していると考えられる。日本では、幼稚園・
保育所・認定子ども園の新学期は 4月に始まる。子どもたちは春に保育者と種子や苗を植え
る。その後、子どもたちが水やりなどの世話をする中で植物の生長を観察する。夏になり、実
った野菜を収穫する。これらの活動は、戸外での活動を実施しやすい時期に完結することとな
る。保育者は子どもたちと育てる際に、植物の生長の変化が視覚的に確認でき、手間なく簡単
に育ち、子どもたちと春から夏に栽培活動が完了できることを基準に作物の種類を選択してい
ると考えられる。生川ら15）のアンケート調査によると、三重県内の園にて栽培している農作物
の内訳は、「野菜」52.4％、「いも類」25.5％、「米」11.0％と報告されている。本調査結果にお
いても野菜の栽培活動を実施している園は多いが、根野菜やいも類を栽培対象とする園は少な
い。花が咲いて実るまでを子どもが視覚的に認識できる作物が教材として選択されやすいこと
が関係していると考える。
自然環境の中で、子どもは自然環境での植物や他の生物との関係を観察する・植物の生長や
変化に気付き、育てた野菜が実り収穫を楽しむなど、五感を通して多くのことを学んでいる。
木田ら（2016）は、栽培活動を通した偏食の改善に関する調査を行い、野菜栽培活動を実施後
は、「野菜について知っていることを楽しそうに話す」、「食事を残したり落としたりした時は、
もったいないという」幼児が有意に増加したと報告している16）。また、木田ら（2017）では、
栽培活動を週 1回以上実施することによる子どもの変化を分析した結果から、「食べものを大
切にする子どもが増えた」、「食事の片付けなどお手伝いに積極的な子どもが増えた」等の項目
で、栽培活動実施前との有意差を確認している17）。このように栽培活動は、食や生命に関する
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感謝の心の育成にも影響する可能性があるようだ。
また、食育と連携した栽培活動は、環境教育につながる活動としても重要である。雨水タン
クやコンポスト（堆肥作り）は、子どもたちが生態系における植物やその他の要因の間の関係
を探索する学習に適した教材である。本調査では、雨水タンクやコンポストを設置している園
は 4割以下ではあるが、環境教育の入口として雨水タンクやコンポストは導入しやすいと考え
る。ただし、ただ設置するだけでなく、子どもが健全な植物の生育や収穫のために必要不可欠
な要素である、雨水や堆肥の重要性について学ぶことができるよう、日常の活動の中に取り入
れる必要がある。私たちが食している食べものは元をたどれば、自然からの産物である。日本
は食料輸入大国であると同時に、食品廃棄物の大量排出国でもある。食の問題は食べる行為だ
けでなく、廃棄物としての環境問題と密接な関係を有している。子どもたちが日常生活の中で
食事を楽しむことができる前に、食に関係する多くのプロセスがあることを学ぶことが大切で
ある。農家の方が多くの労働者の協力を得て植物を種や苗から育て、小売業は収穫されたもの
を運搬し、料理人や家族が食事を作るといった、子どもたちの口に届くまでの食に関するプロ
セスは日常の生活の中に隠れて見えていない。しかし、そのプロセスを子どもたちが体験を通
して知る必要性が求められている。食は生活のまさに一環であり、個々の問題であるから、食
の問題を環境教育教材に組み込むことによって、子どもの関心を強く引き出すことができると
期待される。
次に、栽培活動と食育を連携する保育者の視点について考察する。日本において、子どもた
ちの使用する教材（野菜種など）に対して、子どもたち自身が購入に対する意思決定を持って
いる園は少なく、購入の決定権を所有しているのは保育者・園長または保護者といった大人で
ある場合が多い。時には畑や花壇で栽培する野菜や花を子どもたち自身が選び育てている園も
あるが、育てる時期や場所といった環境条件によって、選択できる種類は限られる。教材の選
択だけでなく、保育者として自然体験活動を重視した栽培活動や食育活動ではなく、環境教育
を意識した目的を設定することも重要である。環境教育としては、栽培活動・食育活動を通し
て、1年で完了すべきではなく、子どもが植物の生長や変化に関わることができるように、1
年以上の連続したプログラムが可能である。4歳児と 5歳児の 2年間のプログラムを提案する
ならば、4歳児での活動のねらいを植物への関心・食べることの重要性を意識するとし、5歳
児では植物の生長に必要なものを理解する・生物多様性や生態系のサイクルを探究するといっ
たねらいを設定し、4歳児の時に育てた野菜と 5歳児にて育てた野菜の違いに気付くだけでも
自然の豊さに触れることができる。4歳児で落ち葉等を集め作った堆肥を 5歳児では実際に肥
料として活用することで、生態に興味・関心を深めることができる。
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5．まとめ
今回の調査より、①保育現場において栽培活動・食育活動共に比較的豊かに導入されてい
る、②栽培と食育の連携の意義は保育者に評価されてはいるものの、食中毒やアレルギー対応
など衛生・安全管理の観点から保育実践への導入のハードルは高く、園で栽培したものを調理
し、食すという連携の取れた食育活動が実践されている園は少ない、③環境教育のねらいを全
体に組み込んで実践する園は多くないことが明らかとなった。しかし、環境教育の観点から実
践を行う先進園では、栽培から食育活動の様々な場面において、子どもが五感を駆使し、自然
の恩恵に感謝し、自然の循環への主体的な気づきを見せる姿が観察され、保育者が意識的に環
境教育につながる環境構成や援助を行う実態が示され、効果が得られている18），19）。
栽培活動と食育の連携は、幼児期の環境教育への入口となる可能性を有している。私たちは
食べものなしで生存することはできない。現代の消費者は販売店舗などから簡単に食べものを
購入することできるが、ヒトと食との関係における自然環境や社会的要因は、日常生活の中に
隠れている。口にする食べものがどこからもたらされているのか、そのことを子どもが自ら関
心を持つことは環境教育の一歩となる。特別なイベントとして環境教育を実践するのではな
く、保育者が既に実践されてきた既存の日常の活動に環境教育を意識しながら新たなねらいを
加えることで、既存の活動が自然体験・食育・環境教育の全ての観点を含む総合的な活動へと
発展することができると考える。
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